GC研究懇談会2016年度事業報告
6月10日（金）
：「第343回 ガスクロマトグラフィー研究会」－講演会－
（北とぴあ）

講演テーマ「GCの基礎をもう一度考える」

－あなたのデータは大丈夫？－
7月27,28,29日
：「第22回キャピラリーガスクロマトグラフィー講習会」　　　（麻布大学）
8月24-27日
：「日中韓シンポジウム」－開催支援－　　　　　（武夷大学：中国・武夷）
9月2日（金）
：「第344回ガスクロマトグラフィー研究会」－講演会・見学会－（伊藤園）
9月8日（木）
：JAIMAセミナー講習会GC基礎編(第345回)　　　　　　　 （幕張メッセ）
9月9日（金）
：JAIMAセミナー講演会SS上級編(第346回)　　　　　　　 （幕張メッセ）
9月15日（木）
：「第347回 日本分析化学会第65年会」－講演会－        （北海道大学）

講演題目「ガスクロマトグラフ分析における定量計算の基礎」 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （産業総合研究所）渡邉卓郎
11月25日（金）：「第348回 ガスクロマトグラフィー研究会」－特別講演会－　（北とぴあ）

講演テーマ「社会の安全・安心を守るガスクロマトグラフィー」
2017年3月3日
：「第349回 総会と研究会」　　  　　　　　　　　　　　 　（北とぴあ）

講演テーマ「ガスクロマトグラフと関連技術の最先端」 

【特別事業】
・アーカイブ：ガスクロマトグラフィー研究懇談会50年・300回の歩み、
ガスクロマトグラフィー創設60周年記念事業
・国際交流（中国、韓国）
	


「第343回 ガスクロマトグラフィー研究会」－講演会－
2016年6月10日（金）　（北とぴあ）
講演テーマ「ＧＣの基礎をもう一度考える」
－あなたのデータは大丈夫？－
技術講演
1．「GC用遠紫外吸収スペクトル検出器(VUV)による定性・定量分析」
（アステック（株））中台遼平
2．「GC/MS用キャピラリーカラムについて」　　 （アジレント・テクノロジー（株））代島茂樹
基礎講座　ＧＣの基礎をもう一度考える
1．「試料誘導体化法の基礎」　　　　　　　　　　　　　　　　（東京化成工業（株））金子広之
2．「試料注入法の基礎」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（（株）島津製作所）和田豊仁
3．「分離とクロマトグラムの基礎」　　　　　　　　　　　（ジーエルサイエンス（株））安藤　晶
4．「検出器の基礎」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西川計測（株））山上　仰
5．「定量計算の基礎、分析値の信頼性を確保する不確かさ算出」
－ガスクロマトグラフィー通則の解説について－　　　　　（産業総合研究所）渡邉卓朗
総合討論（高感度化、高信頼性化のために）　 
参加者　120名
	


「第22回キャピラリー ガスクロマトグラフィー講習会」
2016月7月27（水）～29日（金）　（麻布大学）
基礎と応用（アプリケーション）
－今年のアプリケーションテーマは匂い・香気分析－
第１日(7月27日)＜講義＞
1．「キャピラリーガスクロマトグラフィーの基礎理論」
（都立大名誉教授）保母敏行
2．「キャピラリーガスクロマトグラフィーにおけるカラム、試料注入法」

（(株)島津製作所）和田豊仁
3．「ガスクロマトグラフィーにおける試料前処理法、導入法、装置」

（ジーエルサイエンス(株)）安藤　晶
4．「ガスクロマトグラフィーにおける検出器の原理と使用法」
（麻布大学）杉田和俊
5．「GC/MSの基礎と応用例」
（アジレント・テクノロジー(株)）中村貞夫
6．「マススペクトル解析の基礎」
（東京工芸大学）秋山賢一
第２日・第３日＜実習＞　
テーマ1：「試料注入法　（注入法の選択と条件の設定）」
テーマ2：「分離の最適化（カラムの選択と各種条件の設定）」
テーマ3：「硫黄化合物の測定（FPDを用いた硫黄化合物の選択的検出）」
テーマ4：「GC/MS（ヘッドスペース法及びSPME法による食品中の香気成分分析）」
参加者　18名
	


「日中韓シンポジウム」－開催支援－
2016年8月24（日（水）～27日（土）　（武夷大学：中国・武夷）
開催報告：GC研究懇談会Webに掲載予定　発表件数　口頭35件、ポスター28件
参加者　日本　20名、韓国　7名、中国　80名
	


「第344回ガスクロマトグラフィー研究会　見学会」
2016月9月2（金）　（伊藤園）
－豊かな生活と分析化学－
1．「茶のおいしさと品質について」
（（株）伊藤園　中央研究所）岡野谷和則
2．「伊藤園の残留農薬分析への取り組み」
（（株）伊藤園　品質管理二部）荒川正人
参加者　25名
	


JAIMAセミナー講習会　GC 基礎編（第345回）
2016年9月8日（木）（午前）　（幕張メッセ国際会議場）
講義テーマ「これであなたも専門家 －ＧＣ編－」
1．「キャピラリーカラムと、その試料導入法」
 （ジーエルサイエンス（株））安藤　晶
2．「GC, GC/MSなど分析機器導入時の注意点」
（東京工芸大学）秋山賢一
3．「目からうろこのGC理論」
（麻布大学）杉田和俊
参加者　140名
	


JAIMAセミナー講習会　SS 上級編（第346回） 
2016年9月9日（金）（午後）　（幕張メッセ国際会議場）
「GC/MS、LC/MS/MSを用いたメタボローム解析における波形分離の重要性」

（理化学研究所）津川裕司
参加者　約50名
	


日本分析化学会第65年会　－講演会－（第347回） 
2016年9月15日（木）　（北海道大学）
「ガスクロマトグラフ分析における定量計算の基礎」
（産業総合研究所）渡邉卓郎
参加者　40名
	


「第348回 ガスクロマトグラフィー研究会」－特別講演会－
2016年11月25日（金）　北とぴあ
講演テーマ「社会の安全・安心を守るガスクロマトグラフィー」
―薬物関連分析で活躍するGC, GC/MS－
特別講演1
「競走馬における薬物検査の現状」
（競走馬理化学研究所　薬物分析部 薬物検査課）山田雅之
「法薬毒物分野における違法薬物検査の現状」

（科学警察研究所　法科学第三部化学第一研究室）辻川健治
招待講演
「ドーピング検査の現状」
（カタールアンチドーピングラボラトリー）植木真琴
技術講演
1.「固相誘導体化によるメタボローム分析」
（（株）アイスティサイエンス）佐々野僚一
2.「GC/Q-TOFによる薬物分析」
（アジレント・テクノロジー（株））小笠原亮
3.「GC-MSによる生体試料中の短鎖脂肪酸の分析」
（（株）島津製作所）坂井健朗
4.「前処理装置を用いたGC/MS法の法科学への応用例」
（フロンティア・ラボ（株））渡辺壱
5.「高分解能GC-MSを用いた検体間比較の有効性とワークフロー」

（サーモフィッシャーサイエンティフィック（株））土屋文彦
参加者　100名
	


「第349回 総会と研究会」－総会と講演会－
2017年3月3日（金）　北とぴあ
講演テーマ「ガスクロマトグラフと関連技術の最先端」
技術講演
1．「GCカラムの選択のための新しいツール“Pro EZGC® クロマトグラム モデラー”の紹介」

（Restek Corporation）内海　貝
2．「オンライン固相抽出GC/MSシステムを用いた技術紹介
～水中農薬や液体試料の全自動分析～」
（（株）アイスティサイエンス）松尾俊介
3．「GCMSによる環境分析の最新の取組み」
（（株）島津製作所）永田　淳
4．「キャピラリーGCイノベーションによるラボ生産性向上」

（アジレント・テクノロジー（株））川上　肇
5．「ルーチン定量分析における高分解能フルスキャンMSの有効性」

（サーモフィッシャーサイエンティフィック（株））土屋文彦
6．「フルスペクトル取り込みの高感度分析と進化したデコンボリューションによる
高分離を提供するコンパクトで高性能なベンチトップ型GC-TOFMS/PegasusBTのご紹介」

（LECOジャパン（同））樺島文恵
7．「ポストカラムGC-FIDによるメタン中の炭化水素の精密な値付け」

（（株）エア・リキードラボラトリーズ）伊佐治恵
参加者　100名
GC研究懇談会2017年度事業計画（案）
  

5月26日
：「第350回 ガスクロマトグラフィー研究会」－講演会－

　講演テーマ「いまさら聞けないトラブル解決法」
－ GCの基礎を考える－
　（北とぴあ）
8月2-4日
：第23回キャピラリーガスクロマトグラフィー講習会 
（麻布大学）
8月後半
：ガスクロマトグラフィー研究会　講演会・見学会 

9月7日（午後）：JAIMAセミナー講習会GC基礎編（第351回）
（幕張メッセ）
9月8日（午後）：JAIMAセミナー講演会SS上級編（第352回
（幕張メッセ）
9月9、10日
：「日中韓シンポジウム」開催支援
 （東京理科大学）
9月11日
：「第353回 日本分析化学会第66年会」－ 講演会－
（東京理科大学）

講演題目「未定」 

12月1日
：「第354回 ガスクロマトグラフィー研究会」－特別講演会－
（北とぴあ）

講演テーマ「未定」 

2018年3月2日
：「第355回 総会と研究会」
（北とぴあ）

講演テーマ「未定」 

【特別事業計画】
・GC懇ホームページでアーカイブを公開、過去の特別講演要旨集の閲覧、活動記録掲載など 
・ガスクロマトグラフィー研究懇談会60年・350回の歩み、キャピラリーガスクロマトグラ
フィー誕生60周年記念事業、表彰等 
